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　　　濃縮度試膜報告書
　　（K－656に幽する試験報借書　その1｝

試料名　　エンドリン

　　　　　（試料胤K－656）

構造式
　　　　　α

　　α

　　　　　　　　　　　〇
　一　㌧

　　C受

　　　　　α

同　　　定　　MSスペクトル　（図一葉5参照）

性　　　状　　外　観　　淡褐色結晶

　　　　　融点　　245C
　　　　　純度　95％（　　　級試薬使用）
　　　　　分配係数（n一汁クタノ吻／水）　10gP＝5．22

　　　　　溶解性　　　対水一180ppb

　　　　　　　　　対アセトン，ベンゼン，篭一ヘキサン，

　　　　　　　　　　クロロホルム，酢犠エチル，アセトニトリル，

　　　　　　　　　　メタノールー1，000ppm以上可溶

試験期闘　　　日面和55年7月24日～昭和55年12月6日
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義　試験方法及ぴ条件

　　　壌操業薦　5　号

　　　薬鵜備号繍脂ける僻嫉一による
　　　49基局薦592号

こ1　T　L　m試験

　　ω　試験魚

　　　　ヒメ〆力平均体重㎎侮塩化薦二水銀検定合格パ

　　　珊瑚健二：用水と駄・U・P1297～，505（1972）

　Φ）溶郷法（分散剤及ぴ分散法》

　　　　分散剤

　　　　　硬化ヒマシ油（HCO一一20，HCO－40，

　　　溶解法（分散法》

　　　　試搬25脈対して・（HCO－40厚58及び（HCO
　　　　　－20脚睡厩・アセトンにて赫怒．アセ1疫

　　　　密夫後・髄水畑4に定客し25・PP逸（｝▼》の分鰍

　　　　を剃製した。

、（e）試験菰慶

　　　　　25±1℃

　⑥　試験緒県

　　　　48舳TLm値；29ppb（切／▼）

　　　　　　　　　　　　　　　　（図一5参照》
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五2褻覇一實即慶

ξ24　試験豪件

　ω水級期醸奪流獄
　　　　緩験水禮　輝ス製　容量蜘4
　　　　　　　　　　　　　　　　流水式～158“〃日

　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　叢濃：希釈水雷44／分：8004／分．

　　嘩｛⑯で調製した分鰍を無して鰍とした。

　　　　　　　　嬉1区用原嫁　10P》b（罵／▼）

　　　　　　　　第2一区用簾濠　　1ppb（寛／▼｝

　φ｝猷験魚

　　　　コイ　平均体重5249
　　　　　　　　一平均体長篭5傷
　　　　　　　　　平均脂質含f●一zo幻

　“恥・81ゆ畷W」・D”ちC8夏」商。。h面．P垣葺i。1．，

　　　三Z，9”（1959）

　¢）　外部消毒及び順化

　ω　外部消毒

　　　　止水状態で沁p陣塩妙・・テトラサイクリン一端

　　　　濠で㍗時間薬一浴を行った

　一⑫）順　化

　　　　～5℃X14日間

｛d）　洛解法（分散剤及び分散法）

　　　孟1⑥に同じ



・「

（●）試験直慶

　　　25士1℃

ω　水槽中の漕存酸素量

　　　図一15及び14参照

ω　水槽農麗

設定鰻由

糟産よく定量できる巌は、約28ppb（図一4参照）

である。水分榊り醐珊操作にかいて・脚唯醜

　して回収準：が8ム6駕であり、予備賃青5日閏の納果よゆ

　水槽設置の低下を50躍と見込み、錨1繊鹿区の水槽椴

　度を巳05ppbと設定した・

　第2澱度区に薦雪繊麗区の・10分の1’に設：定した・

㌧

設定値
（単位”b吻／▼》

分　　．歓　　．剤
．供試物質『

HCO』29 HCO－40

鋸重機度区 砿05 巳5 α5

鑛2濃度区 ．α005 α05 ・巳05一



実顔値

　慶一1 濃縮倍峯を求めるため丁ﾌ平均擾産

　　　　　　　　　　　（単位ppb周／▼）

1　W 2　　w 4　　w ‘　　W 8　　W 10　W
鎮1擾農区 α0512 α0521 こ0585 0．0596 旦0424 α0451

篤2濃魔区◎ α0045 α0045 α0045 α0045 α0045 α0045　　　　』餌

　　　　　　ず　ロ。実欄：が困難であるため推定値を用いた。

ム22　分折集件

　ω　使用分析機器及ぴ条件

　　　　　装　　　置　　ガスクロマトグラフ

　　　　　　　　　　　　型一・日本電子G　C－20K・

　　　　　カ　ジ　ム　　　10宵XB－60／クロモソルプW▲W　D凪C8

　　　　　　　　　　　　1鎚X2鱒φ　ガラス

　　　　　カラム乱鹿　　200℃．

　　　　　キャリアガス　　窒素

　　　　　検　出　器　　E　C　D

　（b）　標準溶液．の講製法

　　　　　供試物質α1噛を精粋してベンゼンに溶解後、全量を

　　　　　100鱒¢に定容して1，000PP通（罵／▼》の標準涛波を

　　　　　講義した。

　　　　　これをベンゼンで希釈して所定繊度の様準溶減を調製

　　　　　した。

，一加硫副長



←）分析試料の蘭処理

　（1）魚　体

「．
一．（

試　験　魚

残 流

・体重，体長測定

・細片化

←海砂　10■
←無：水硫酸ナトリ．ウム，1008

7欝周㎜　脚｝x2回
・ろ過
　　　」

鰍エチル層

。擾鏑

←墓・一ヘキサン

←フ篭ト晶トリル

・i簾とう

100■¢

204pX　．

ア匠悼トリ砂層 一夏一噌サン層

隻貞縮

・カラム如マ．トグラ職●
ﾀ鹸捌

○定寝　20瑠（ベン聖ン》《第1義慶区》

　　　10磁（ベソゼソ》（第2農顧9
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　ゆカラムクロマトグラフの条件

　　　クロマト管．　　20■φ　ガラス製

　　　充てん剤　　5駕含水シリカゲル10g（和光純薬袋）

　　　　　　　　　　（n一ヘキサンで充てん》

　　分両法：第塙分　n一ヘキサン　　　25動

　　　　　　第2面分　n一粥覇ペン轡（1／1）　25瑠

　　　　　　第5繭分　ベンゼン　　　　　20謡
　　　供武物質は蕗5面分に溶出する

　　　　　　　　　　　　　第1鰻区第2磯度区
　　　　　　　　　　　　　　250綱4　　　2，500劃4

　　　　　　　　　　　　　　　259　　2509

　　　　　　　　　　　　　　　50－004｝X2画

　　　　　　　　　　1

水　刷　ベンゼン層

　　　　　　　　　　　　。濃縮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■●　　　　　　　　　　　　●カラムクロマトグラフ法

　　　　　　　　　　　　・定容　　2毒漏6　（ベンゼン）

　　　　　　　11瞳画

（2）試験水

拭 験　水

・採水

←塩化ナ

←ベンヨ

。振と三

・ろ遇
1
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“カラムクロマトグラフの条件

　　ク・マト管　20鰯φガラス製

　　充てん剤　　5％含水シリカゲル佃9（和光純薬理》

　　　　　　　　　（ベンゼンで充てん）

　分画法　：　第1画分　　ベンゼン　　10詔

　　　　　　　第2画分　　ベンゼン　　20弼

　　供試物質は第2面分に溶出する

4．試験結果

41　供試魚の状態

　　　外観観察結果　正常

42　濃縮度試験の結果：

　　　表一2．供試物質の磯縮倍率

1　　W 2　’W 4　　W 6　　W 8　　W 10　W

第1濃度区
乳940
Q，720

5180
T550・

＆280
X100
ag20
ﾖ950
4980
≠U20

2060
S100

第2繊駆
2，560

Q，460
亀000
ﾖ980・
ヌ060
C亀050

q480
h，000

12も600
ﾁ750

12，500
¥750
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なか試験締果の表示について渦縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

精度よく定量

で甦る範囲

参考値の範囲

検出限界の

醐

魚体中濃度（ppb）

α021以上

0、0015

～α021

0．0015以下

叢　緬　倍　峯

第1区　458以上
第2区4，670以上

第1区　 55～45
第2区555｛一4，67

第1区　　55以下

第2区　555以下

計算方法（ppb）

A
｛
c
静

　D
E　X　F

C

－X100
　　B
D
E　X　F

、

A
B
C
D
E
F

ε　備

禰二よく定無で騒蹴一27ppb
検出限界の濃度｛S／N零2）：　2ppb

率
重
量
比

　
　
液

収
体
　
敢

　
　
終

回
魚
最
分
考

8Z2％

50　9
20　郷4

　1

（図一4参照）

（図一一4参照）．

5・1　水槽濃度について

　　　本物質のT　Lm値を考慮すると、試絵雌度をきわめて低濃

　　　度に設定する必夏が生じた。その結果、第2濃度区試験水

　　　濃度を定期的に実測することが困難となったため、濃締倍

　　　率の算出に当っては、計算機度（設定値の9割保持准定値》

　　　を用いた。な‡へ試験期間中に1回実測を行った結果によ

　　　れは・ほぼ設定値付近の値を示していることが認められた。



＆2　魚体部位別試験

　　　　10週間目の試験魚を2尾づっ、頭部、外皮《頬部を除く

　　　　皮、うろこ、ひれ、消化管、えら》内臓（消化管以外の繊

　　　　器）、可変部（上記の部分を除いた残部）に大別し、各重

　　　　盤を測った後分析を行った。分析法は本試験の分析法に準

　　　　ずる。

　　　　　　　　　部　位　別　試　験　結　果

供制【鑑（ppb） 供試蘭質覚盤比。り 鰯位麟撞藍贈

可食部
157
P49（145》

52．1

Q％（5α8）
5α5

Sa5（4皇5》

願　部
58．5

S18（401）
469
S5ゐ（445）

265
Qム6（2虚5）

第
2
　
濃
　
度
区

外　皮
178
P76　（177）

14．6

P“（145》
1Z5
P免9（1a7）

内　臓
257
S90（564）

6」46

Pα4　（a45）
ε84

ﾃ17（＆51）
≡一．

　一■’r　一下■▼　　’一

ﾂ食部

障　　一一　■一　■［　　　一一　・一・」一　　　　　　’一’

@　1a4
@　臓5（幌0）

3t4　｝・輔
Q95（5じ5）

5Z5
T2．8　（526）一

　
第
5
濃
度
区

頒　部
56．8

Uム8（6t8）
4ム0
S曾0　（4ω）

2ム2
Qε6（24，4）

外　皮
24．9

T旺1（2Z5）
1ε9
P4．8（15．4）

1黛5

PZ2（凪4）

内　臓
6α2

T40（5Z1）
975
�W0　（8、28）

生97
S。40（“9》

（ 》内の数字は平均値を表わす。
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＆5　排泄性試験

　　　　10週閻の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を

　　　含ま左い水．）による排泄性試験を行った。（試験水槽

　　　　1004、薩：水量800dl／miロ）

　　　　10週面目の試験魚中の供試物質濃度の平均（2尾》を

　　　　100として・1・5，7日目の試験魚中の供試物質の残

　　　留率を示した。

　　　　　　　　　　　残　　留　　準　　qg

5　　日　　目 10　日　　目 15　日　　目

第2濃度区
96．5

VZ8（8Z2）
52コ
T＆6（45．8）

5Z4
SZ1（42．5）

第5濃度区
41．5

Sこ5（4z4）
5Z5
Q五2（5α4）

5＆5
T49（砧7）

以　上

、
．
f
～




